
①

⇒

⇒

⇒
主体的に学習に取り組
む態度

　さいたま市学習状況調査「家で自分で計画を立てて勉強を
していますか」の質問項目について、５・６年生で８５％以上の
肯定的な回答にする。

　家庭と連携し、タブレットパソコンを活用し家庭学習の
充実を目指すだけでなく、学年及び学級担任から、懇談
会等を活用して、家庭学習の進め方について継続的な
声かけを行う。

知識・技能
令和３年度・令和4年度全国学力・学習状況調査の自校の結果
より、国語・算数の「知識・技能」において２ｐｔの向上を目指
す。

　朝自習「基礎学習の時間」を活用して、通年で国語の書
きと計算の基礎問題に取り組む。
３年生の算数では、T・Tによる学習を進め、学習内容の
定着を図る。

思考・判断・表現
令和４年度さいたま市学習状況調査の自校の結果より、国語
「読むこと」において、全体偏差値で２ｐｔ向上させる。

　どの教科においても、授業で「個で考える時間」を十分に確
保し、文章を確実に理解する能力を高める。（ミライシード「オ
クリンク」「ムーブノート」の効果的に活用し、理解度を教師側
でも適宜把握していく）

目　標 策

　　　　　　　　　　　　　目　標 ・ 策

③

⇒

⇒
主体的に学習に取り組
む態度

変更なし

知識・技能 変更なし

変更なし ⇒思考・判断・表現

目　標 策

　中間期見直し（全国学力・学習状況調査結果分析後）

小６

小３

R５年度さいたま市学習状況調査「知識・技能」において、市の平均値
より国語＋５．９pt、算数＋５．７pt、社会＋３．６ｐｔ、理科＋０．２．ｐｔで
あった。どの教科においても、「知識・技能」の力確実に身についている
と考えられる。理科「物は、水に溶けると液全体に広がることを理解し
ている」という問題では、市正答率が１４．２％のところ、自校正答率が
７％であった。理科における学習理解の定着を目指す。

小５

R５年度さいたま市学習状況調査「知識・技能」において、市の平均
値より国語＋５．０pt、算数＋３．５ptであった。国語の「思考・判
断・表現」については、－２．６ｐｔとなっており、自分の考えを表現
する能力を高めていく必要がある。理科「知識・技能」「思考・判断・
表現」においては、平均値より、－０．７ｐｔ、－１．０ｐｔとなってお
り、授業の改善を目指す。

R５年度さいたま市学習状況調査「知識・技能」において、市の平均
値より国語－２.3pt、算数＋0.７ptであった。国語・言葉の特徴や
使い方に関する事項、我が国の言語文化に関する事項において課
題がみられた。
R５年度さいたま市学習状況調査・国語の「思考・判断・表現」にお
いては、市の平均値より＋８．２ｐｔであった。

小４

R５年度さいたま市学習状況調査「知識・技能」において、市の平均値
より国語＋７.3pt、算数＋３．９ptであった。算数・数と計算、データの
活用については、理解が確実にできている。
R５年度さいたま市学習状況調査・算数「ひし形の特徴」については、９
割以上が理解できている。

④ 　　　　　　さいたま市学習状況調査結果・分析

B

B

A主体的に学習に取り組
む態度

さいたま市学習状況調査「家で自分で計画を立てて勉強をしていますか」の質問項目に
ついて、５・６年生で８５％以上の肯定的な回答にすることを目指し、結果として８４．４％
の肯定的な回答であった。

知識・技能
朝自習「基礎学習の時間」に、通年で国語・算数の学習に取り組むことができた。令和３年
度・令和4年度全国学力・学習状況調査の自校の結果より、国語・算数の「知識・技能」にお
いて２ｐｔの向上を目指したが、国語では、－１１．５ｐｔとなった。

思考・判断・表現
令和４年度さいたま市学習状況調査の自校の結果より、国語「読むこと」において、全体
偏差値で２ｐｔを目指し、結果として＋１．４ｐｔの向上が見られた。

⑤ 目 標・策の達成状況 評価（※）

思考・判断・表現
令和５年度全国学力・学習状況調査の「思考・判断・表現」において、令和４年度全国学力・学習状況調査
の自校結果と比較し、国語－２．５ｐｔ、算数－６．５ｐｔであった。国語「A話すこと・聞くこと」の項目では、
埼玉県の平均を下回った問題があった。

主体的に学習に取り組
む態度

令和５年度全国学力・学習状況調査の「学習した内容について分かった点や、よくわからなかった点を
見直し、次の学習につなげることができていますか」の質問項目において、肯定的な回答の割合は９
４％だった。授業を工夫することで、主体的に学習に取り組む態度が培われていることがわかった。

② 全国学力・学習状況調査結果・分析

知識・技能
令和５年度全国学力・学習状況調査の「知識・技能」において、令和４年度全国学力・学習状況調査の自
校結果と比較し、国語－１１．５ｐｔ、算数－１．６ｐｔであった。全国平均との比較では、全ての項目の数値
で上回っているものの、算数の記述式の問題のみ全国平均とほぼ同じ数値であった。

主体的に学習に取り組
む態度

さいたま市学習状況調査「家で自分で計画を立てて勉強をしていますか」の質問項目について、５・６年生で８４．４％の肯
定的な回答を得られた。今後も、その数値を維持できるように、タブレット等を活用し、計画的に学習を進められる環境を
つくっていく。来年度は、「これまでの授業では，課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り組んでいましたか」の質
問項目についても肯定的な回答を増やしていきたい。

知識・技能

朝自習「基礎学習の時間」を活用して、通年で国語の書きと計算の基礎問題に取り組んだことで、学力の定着を促すこと
ができた。来年度も継続して取り組んでいく。理科の平均点を向上させることが課題となっている。来年度は、理科の授
業改善を行い、児童の学習意欲と学力を高める授業を実施していきたい。また１・２年生の算数でT・Tでの授業を展開し、
更なる基礎計算能力の定着を目指したい。

思考・判断・表現

授業で「個で考える時間」を十分に確保し、個別最適化された学習を展開できた。ミライシード「オクリンク」「ムーブノート」
を効果的に活用し、学習の理解度を教師側で適宜把握することができていた。全国学力・学習状況調査の国語「A話すこ
と・聞くこと」の項目では、埼玉県の平均を下回った問題があったので、日々の授業の中で、「話す力」「聞く力」を高められ
るような授業展開を行っていく。

⑥ 　　　　　　　　　次年度への課題と改善策

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）
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